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町
民
の
医
療
を
確
保

　　昭和48年

　12　月　　号

篶籔東郷町役場

町
立
病
院
の
新
築
工
事
に
着
手

　
か
ね
て
か
ら
町
立
病
院
を
新
築
す
る

こ
と
で
計
画
中
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

よ
う
や
く
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
場

所
は
、
い
ま
の
病
院
の
東
側
、
国
道
三

二
七
号
線
沿
い
の
埋
め
立
て
地
で
す
。

　
現
在
の
病
院
は
昭
和
二
十
九
年
に
国

民
健
康
保
険
の
直
営
診
療
所
と
し
て
発

足
し
、
三
十
七
年
四
月
に
伝
染
病
棟
を

併
設
し
病
院
に
昇
格
し
た
も
の
で
す
。

開
設
以
来
二
十
年
を
経
過
し
、
施
設
が

古
く
な
り
、
ま
た
四
十
二
年
ご
ろ
か
ら

医
師
の
確
保
が
む
ず
か
し
く
な
り
病
院

経
営
は
悪
化
し
、
一
時
は
病
院
の
廃
止

、
縮
少
な
ど
存
廃
論
も
持
ち
あ
が
り
ま

し
た
。
そ
の
後
よ
う
や
く
医
師
も
定
着

し
、
き
ら
に
老
人
医
療
費
の
無
料
化
も

あ
り
患
者
は
急
増
し
て
、
病
院
経
営
は

好
転
し
、
よ
う
や
く
病
院
新
築
の
運
び

と
な
つ
お
1
1
も
の
で
す
。

　
新
し
い
病
院
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
て
で
、
延
面
積
は
千
百
五
十
八

平
方
層
の
近
代
的
施
設
で
、
総
工
事
費

は
約
一
億
二
千
万
円
で
す
。
計
画
で
は

六
百
十
八
万
四
千
円
を
か
け
て
万
能
手

術
台
、
無
影
灯
、
各
種
検
査
器
械
、
理

学
療
法
器
械
な
ど
の
最
新
医
療
機
械
を

設
置
す
る
ほ
か
、
冷
暖
房
完
備
な
ど
機

能
的
な
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
、
七
千

町
民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
内
容
の

充
実
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
不
足
し
て
い
る
病
床
も

一
般
病
床
二
十
九
床
に
な
り
ま
す
の
で

希
望
者
は
ほ
と
ん
ど
入
院
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
完
成
は
来
年
六
月
の
予
定
で
す
が
、

病
院
が
完
成
す
る
と
医
師
を
中
心
と
す

る
人
容
の
強
化
に
つ
と
め
、
名
実
と
も

に
町
の
公
立
医
療
機
関
と
し
て
、
ま
た

入
郷
町
村
の
モ
デ
ル
病
院
と
し
て
そ
の

運
営
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
日
曜
日
（
十
六
日
）
は
家
庭
の
日

建
設
現
場
で
基
礎
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る

⑱
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
寒
き
も
日
一

　
青
年
と
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
日
と
㍉
略
諏
、
し
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し
も
い
よ

い
よ
最
後
の
月
、
十
二
月
は
く
ら
し

の
上
で
の
年
度
末
で
す
．

▽
十
一
月
は
町
内
の
神
社
で
は
秋
祭

り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
前
ま

で
は
き
び
し
い
祭
り
で
し
た
が
、
近

年
、
青
年
た
ち
が
中
心
に
な
り
臼
太

鼓
踊
り
や
演
芸
大
会
を
奉
納
し
、
に

ぎ
や
か
な
祭
り
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
少
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
青
年
た
ち
の
が
ん
ば
り
で
す
。

▽
十
二
月
は
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
日

が
短
く
、
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
う
ち

に
一
日
が
終
っ
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。
で
も
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
だ
け

夜
が
長
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

家
事
の
手
順
は
月
の
は
じ
め
に
カ
レ

ン
ダ
ー
の
余
白
か
、
小
さ
な
黒
板
で

も
利
用
．
し
、
今
月
の
お
よ
そ
の
日
程

表
を
こ
し
ら
え
て
、
手
ぎ
わ
よ
く
家

事
を
す
す
め
て
ゆ
く
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
中

で
す
。
お
互
い
注
意
し
ま
し
よ
う
。

ひ
ろ
ま
り
て
久
－
し
く

見
れ
ば
遠
山
の
日
向

の
冬
木
風
さ
わ
ぐ
ら

し
　
　
　
　
牧
　
水
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十
一
月
二
十
六
日
に
中
央
公
民
舘
で

第
一
回
町
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
明
治
百
年
記
念
事
業
と
し

て
建
設
し
た
中
央
公
民
舘
の
開
舘
を
記

念
し
て
「
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
郷
土

づ
く
り
」
を
合
言
葉
と
し
て
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

　
多
数
の
み
な
さ
ん
か
ら
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
お
お
1
1
が
い
に
力
を
合
わ
せ
て

こ
れ
か
ら
の
東
郷
町
の
産
業
、
文
化
の

発
展
と
福
祉
の
向
上
に
精
進
す
る
こ
と

を
誓
い
、
あ
わ
せ
て
町
民
憲
章
の
実
践

を
再
確
認
し
、
有
意
義
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
郷
土
芸
能
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
ま
じ
え
て
、
功
労
者
の
表
彰
、

記
念
講
演
、
宣
言
決
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

回町民大会一第

認確践実の章憲民町

　
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈

　
産
業
、
文
化
、
教
育
、
社
会
福
祉
な

ど
各
方
面
に
わ
た
っ
て
町
勢
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
た
次
の
方
た
ち
を
表
彰
並
び

に
感
謝
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
ま
し
た
。

▽
美
術
工
芸
1
1
福
谷
忠
治
（
鶴
野
内
）

▽
学
童
の
交
通
事
故
防
止
と
生
活
指
導

1
1
塗
木
豊
（
鶴
野
内
）
▽
産
業
の
振
興

1
1
橋
口
和
吉
（
寺
迫
）
田
辺
清
吉
（
福

瀬
）
▽
教
育
文
化
の
振
興
秣
塩
月
儀
市

（
小
野
田
）
▽
産
業
文
化
の
振
興
一
新

名
岩
喜
（
福
瀬
）
甲
斐
善
平
（
仲
深
）

▽
産
業
文
化
と
社
会
福
祉
の
向
上
ほ
日

高
郡
司
（
坪
谷
）

　
記
念
講
演

▽
演
題
　
日
本
人
の
心

▽
講
師
　
評
論
家
　
村
松
　
剛
先
生

　
宣
言
決
議

▽
宣
言

　
　
激
し
く
変
ぼ
う
す
る
社
会
情
勢
に

　
対
応
し
て
、
た
く
ま
し
く
生
き
、
豊

　
か
な
情
操
と
高
い
知
性
を
も
っ
て
、

　
明
る
い
社
会
、
住
み
よ
い
郷
土
を
建

　
設
す
る
た
め
に
は
人
間
性
の
回
復
こ

　
そ
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題

　
解
決
の
た
め
に
私
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て

　
本
町
民
憲
章
の
実
践
に
つ
と
め
、
豊

　
か
な
郷
土
の
建
設
に
融
資
す
る
こ
と

　
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

自

▽
決
議

　
一
、
遠
い
祖
先
か
ら
受
け
つ
い
だ
美

　
　
し
い
郷
土
の
自
然
と
生
活
環
境
を

　
　
大
切
に
す
る
。

　
二
、
明
る
く
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
の

　
　
た
め
、
相
互
に
信
頼
を
深
め
、
互

　
　
い
に
協
力
す
る
。

　
一
二
、
　
連
帯
感
わ
」
わ
に
か
め
ず
」
町
民
里
思
出
早

　
　
の
実
践
に
努
め
る
。

　
　
　
以
上
決
議
す
る
。

　
　
　
　
第
一
回
東
郷
町
民
大
会

分
の
体
力
を
試
す

10

獅
Q
1
日
に
町
民
体
育
祭
開
く

　
十
月
二
十
一
日
の
「
家
庭
の
日
」
に

町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
十
三
回
町

民
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
小
雨
で
し
た
が
一
時
間
遅
れ
て
開

会
し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
申
で
し
た
が

選
手
も
応
援
団
も
昨
年
以
上
の
約
二
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
み
ん
な
で
健
康
な
明
る

い
家
庭
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
自

分
の
体
力
を
試
す
場
と
し
て
の
体
育
祭

を
計
画
し
た
も
の
で
す
。
雨
の
た
め
に

進
行
は
遅
れ
ま
し
た
が
、
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
設
け
た
公
民
舘
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
、
か
っ
て
な
い
盛
り
上
り
を
し
め

し
ま
し
た
。

　
種
目
別
の
最
高
記
録
は
つ
y
・
＝
の
と
お

り
で
す
。

〔
男
子
〕

　
△
百
餌
ゐ
歳
以
下
（
学
生
）
①
高
山

睦
男
（
八
重
原
）
1
2
秒
4
（
一
般
）
（
①

鈴
野
浅
夫
（
鶴
野
内
）
福
良
信
一
（
小

野
田
）
1
2
秒
9
　
2
6
～
2
9
代
①
仁
田
弘

幸
（
福
瀬
）
矢
野
博
（
小
野
田
）
山
口

和
行
（
鶴
野
内
）
1
3
秒
0
　
3
0
代
①
都

甲
勇
吉
、
都
甲
義
典
（
小
野
田
）
1
3
秒

4
　
4
0
代
①
富
山
勲
へ
坪
谷
）
1
5
秒
7

50

繚
@
直
野
政
一
郎
（
福
瀬
）
木
村
誠

一
小
野
田
）
1
5
秒
0

　
△
二
百
胡
（
学
生
）
④
若
林
義
祐

（
小
野
田
）
2
6
秒
1
（
一
般
V
田
中
吉

次
（
仲
深
）
2
5
秒
6

　
△
五
千
督
④
三
浦
一
郎
（
坪
谷
）
1
6

分
2
9
秒
0
0
に
大
会
新

　
△
千
五
百
厨
①
三
浦
一
郎
（
坪
谷
）

4
分
4
9
秒
0

　
△
八
百
μ
ル
リ
レ
ー
①
鶴
野
内
1
分
4
4

秒
0
②
小
野
田
1
分
4
6
秒
1
◎
坪
谷

　
△
年
齢
別
リ
レ
ー
①
坪
谷
2
分
2
1
秒

1
②
福
瀬
2
分
2
6
秒
0
③
羽
坂
2
分
2
6

秒
2〔

女
子
〕

　
△
6
0
警
　
1
0
代
（
学
生
）
①
矢
野
ひ

と
み
（
田
野
）
9
秒
2
（
一
般
）
①
吉

野
千
草
（
鶴
野
内
）
9
秒
3
　
2
0
～
2
4

代
①
寺
田
好
美
（
鶴
野
内
）
9
秒
0

25

`
2
9
代
④
藤
崎
月
子
（
八
重
原
）
黒

木
絹
子
（
鶴
野
内
）
1
0
秒
0
　
3
0
代
①

高
瀬
藤
子
（
困
迫
）
9
秒
8
　
4
0
代
①

海
野
延
子
（
越
表
）
小
林
マ
チ
子
（
羽

坂
）
1
0
秒
9

　
△
百
層
（
学
生
）
①
矢
野
純
子
（
坪

谷
）
1
4
秒
7
（
一
般
）
①
寺
田
好
美

（
鶴
野
内
）
1
5
秒
0

　
△
四
百
が
リ
レ
ー
①
小
野
田
1
分
2

秒
1
②
坪
谷
1
分
2
秒
9
⑤
八
重
原

　
△
年
齢
別
リ
レ
ー
①
坪
谷
1
分
5
4
秒

2
1
1
大
会
新
②
鶴
野
内
1
分
5
4
秒
7

③
小
野
田

　
△
職
場
対
抗
リ
レ
ー
①
坪
谷
中
学
校

②
郵
便
局
③
山
［
精
肉

　
△
公
民
舘
対
抗
リ
レ
ー
①
小
野
田
－

分
2
7
秒
8
②
越
表
1
分
2
8
秒
6
③
仲
深

－
分
5
0
秒
3

　
△
消
防
団
対
抗
リ
レ
ー
①
本
部
1
分

24

b
0
②
6
部
1
分
2
6
秒
8
③
8
部
1

分
2
7
秒
0

　
△
努
力
賞
　
福
瀬
公
民
舘
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昭
和
4
8
年
を
送
る

東
郷
に
生
き
る
喜
び

殉
『
蝿

ノ

漕
　
急

町
長
　
小
　
野

　
あ
わ
た
だ
し
か
一
ノ
た
昭
和
四
十
八
年

置
あ
と
一
ヵ
月
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
年
間
町
勢
振
興
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深

く
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
一
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
い

ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
．
ま
し
た
。

　
ま
ず
国
際
的
に
は
年
末
近
く
に
な
っ

て
中
近
東
で
戦
乱
が
起
り
、
一
時
は
ど

う
な
る
こ
と
か
と
案
じ
ま
し
た
が
、
双

方
の
理
解
に
よ
一
．
て
停
戦
と
な
り
、
平

和
が
招
来
き
れ
た
こ
と
は
喜
こ
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
心
配

さ
れ
て
い
た
石
油
の
問
題
に
火
の
手
が

あ
が
り
、
こ
れ
が
鰹
原
の
火
の
ご
と
く

世
界
的
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
石
油
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な

弘

政
治
問
題
に
発
展
し
、
政
府
に
お
い
て

も
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
公
害
、
物
価
の
問
題
は
未
解
決
の
ま

ま
年
を
越
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
経
済

成
長
に
便
乗
し
た
買
い
だ
め
、
売
り
お

し
み
、
こ
の
こ
と
が
結
果
的
に
物
価
に

大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
に
石
油
問
題
が
重
な
り
、
国
民

の
経
済
生
活
は
大
き
く
動
揺
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
の
海
洋
博
、
本
四
架
橋
も
延

期
と
い
う
事
態
に
追
い
こ
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
た
ど
っ
て
今
後

国
の
施
策
が
ど
う
変
る
の
か
、
い
ず
れ

に
し
て
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の
危

機
を
乗
り
き
る
心
が
ま
え
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
町
政
執

行
の
面
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま

し
お
1
1
。

　
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
想
起
さ
れ
る

こ
と
は
、
四
月
八
日
置
小
林
市
ひ
な
も

り
台
で
第
二
十
四
回
全
国
植
樹
祭
が
開

か
れ
、
自
然
の
保
護
と
創
出
と
い
う
こ

と
で
、
郷
土
の
森
、
野
鳥
の
森
と
い
っ

た
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
植
樹
祭
が
あ

り
、
本
町
か
ら
二
百
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
町
で
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
町
独
自

の
植
樹
祭
を
牧
水
の
丘
で
行
な
い
ま
し

た
。
　
「
明
る
い
郷
土
、
豊
か
な
緑
」
の
．

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
盛
大
に
植
樹
祭
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
町
の
木
に

山
ざ
く
ら
、
町
の
花
に
尾
鈴
寒
ラ
ン
、

町
の
鳥
に
キ
ジ
を
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
愛
護
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
経
済
の
変
動
に
伴
な
い
経
済
団
体
の

再
編
成
が
さ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

農
業
協
同
組
合
が
合
併
し
ま
し
た
。
そ

の
前
に
農
業
共
済
制
度
を
合
併
す
る
こ

と
に
な
り
、
四
月
一
日
に
日
向
地
区
農

業
共
済
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
農
業

災
害
の
救
い
と
し
て
活
躍
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

病
院
新
築
に
着
工

　
本
町
に
は
瀬
瀬
地
区
児
童
プ
ー
ル
と

寺
迫
小
に
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
東

郡
小
学
校
区
域
か
ら
も
熱
心
な
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
国
の
補
助
や
融
資

を
受
け
て
七
月
に
完
成
、
焼
け
つ
く
よ

う
な
夏
の
日
に
プ
；
ル
の
中
で
は
し
ゃ

い
で
泳
ぐ
こ
ど
も
た
ち
を
見
て
早
く
作

っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
民
皆

泳
が
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
水
泳
の
基

礎
を
つ
く
り
、
健
康
を
増
し
、
事
故
を

な
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
畜
産
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
飼

料
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
す
。
坪

谷
川
の
沿
岸
に
は
飼
料
の
基
盤
を
整
備

す
る
好
適
地
が
あ
り
ま
す
が
、
国
県
の

援
助
を
う
け
て
二
十
診
の
飼
料
畑
を
造

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
場
所
は

対
話
区
下
仲
瀬
の
県
道
の
対
岸
で
、
仮

称
赤
松
僑
を
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

＝：

▼
東
郷
町
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
▲

　
植
樹
祭
開
催
お
よ
び
牧
水
公
園
開

轟
舞
虻
ざ
≦
り
）
、
町
の
花

　
“
藷
警
薪
（
環
（
キ

……

寞
券
p
止
鉱
山
（
尾
鈴
、
倉
谷
）
の

　
鉱
害
防
止
工
事
（
三
月
）

……

i
）
地
域
集
団
自
動
電
話
の
第
一
一
次
増

　
。
畷
紅
絵
雑
戯
誕
謂

＝
○
全
国
植
樹
祭
を
記
念
し
て
東
郷
町

ド
遍
1

す
。　
今
年
の
最
も
大
き
な
事
業
と
し
て
東

郷
病
院
の
新
築
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
資
材
、
労
賃
な
ど
値
上
が
り
の
現

情
で
は
苦
労
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
医

療
こ
そ
町
民
に
対
す
る
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
と
考
え
、
あ
え
て
断
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
牧
水
農
免
道
路
の
第
二
期

工
事
、
開
パ
事
業
、
大
型
農
道
の
整

備
、
胃
石
地
区
簡
易
水
道
、
町
道
の
改

良
舗
装
、
追
加
林
構
の
実
施
、
地
域
集

団
電
話
の
増
設
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
の
解

消
と
し
て
熊
山
に
民
放
中
継
塔
の
建

設
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
工
事
着
工
、

八
重
原
公
民
舘
の
建
設
、
福
祉
事
業
の

推
進
な
ど
の
仕
事
を
手
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
五
月
上
旬
に
は
牧
水
先
生
が
創
始
き

れ
た
創
作
社
の
社
友
百
五
十
人
が
記
念

3＝：

こ
農
業
共
済
事
業
の
広
域
合
併
に
よ
…
…

　
り
日
向
地
区
農
業
共
済
組
合
が
発

　
足
す
る
（
四
月
）

∩
）
中
央
公
民
舘
の
器
（
四
月
）
と
＝

　
東
郷
小
プ
ー
ル
完
成
（
七
月
）

○
農
業
協
同
組
合
の
広
域
合
併
に
よ
”
”

　
り
日
向
農
業
協
同
組
合
発
足
（
八
…
…

。糊）

謦
ｬ
民
大
会
の
濯
表
彰
＝

　
や
記
念
講
演
行
な
う
（
十
一
月
）

つ
集
落
再
編
三
ア
ル
妻
お
よ
ひ
旦

　
料
基
盤
整
備
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩

舘
に
集
ま
り
、
盛
大
な
創
作
社
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
個
人
に
と
り
ま
し
て
は
思

い
も
よ
ら
ぬ
厚
意
に
よ
っ
て
ニ
ヵ
月
に

わ
た
る
海
外
旅
行
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
思
い
出
多
き
昭
和
四
十
八
年
が
終
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
海
外
に
あ
っ
て

は
日
本
に
生
ま
れ
た
喜
び
、
日
本
に
あ

っ
て
は
東
郷
に
生
ま
れ
た
喜
び
を
つ
く

づ
く
と
感
じ
た
年
で
し
た
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
郷
土
が
あ

る
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の

幸
せ
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
幸
せ

な
心
を
持
っ
て
、
ふ
る
さ
と
東
郷
を
ま

も
り
、
ま
た
新
し
い
ふ
る
き
と
東
郷
を

建
設
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
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昭
和
四
十
七
年
度
決
算
か
ら

中
央
公
民
館
な
ど
建
設

　
昭
和
四
十
七
年
度
東
郷
町
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例
町

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

状
況
を
報
告
し
ま
す
。

町
の
台
所
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

ど
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
歳
出
は
支
出
済
額
六
億
二
千
四
百
六

十
七
万
八
千
円
で
、
予
算
現
額
に
対
し

て
二
。
五
％
下
ま
わ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
特
に
本
年
度
は
歳
入
歳
出
差
し
引
藩
、
、

一
千
九
百
九
十
五
万
三
千
円
と
多
額
の

剰
余
金
を
出
し
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
木
材
需

給
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
木
材
価
格
が

暴
謄
し
た
た
め
、
財
産
収
入
（
立
木
売

払
）
の
収
入
増
が
主
な
理
由
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

歳
出
構
成
比
は
艮
好

　
歳
入
歳
出
の
決
算
状
況
は
別
図
の
と

お
り
で
す
が
、
歳
入
は
前
年
に
比
べ
一

億
五
千
三
十
万
六
千
円
の
増
で
、
そ
の

構
成
比
は
地
方
交
付
税
が
最
も
高
・
＼

三
五
・
二
％
を
占
め
、
つ
い
で
国
庫
支

出
金
、
財
産
収
入
、
県
支
出
金
、
町
税

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
不
足

す
る
財
源
は
町
債
を
も
っ
て
補
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
構
成
比
を
目
的
別
に
み
る
と

教
育
費
、
農
林
水
産
業
費
、
土
木
費
が

そ
れ
ぞ
れ
高
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
、
つ
い
で
総
務
費
、
民
生
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
を
性
質
別
に
み
る
と
、

普
通
建
設
事
業
費
が
最
も
高
く
、
二
億

九
千
三
百
十
六
万
円
（
四
六
・
九
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
央
公
民

舘
、
町
営
庄
宅
、
福
瀬
大
橋
な
ど
を
建

設
し
た
た
め
で
す
。
つ
い
で
人
件
費
が

一
億
五
千
八
百
三
十
二
万
二
千
円
（
二

五
・
三
％
）
、
物
件
費
が
五
千
二
百
二

十
二
万
八
千
円
（
八
・
四
％
）
、
補
助

費
等
三
千
四
百
六
十
二
万
八
千
円
（
五

・
六
％
）
の
順
と
な
り
、
歳
出
の
構
成

比
は
ほ
ぼ
好
ま
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

一
般
会
計

昭48．12．1

　
四
十
七
年
晩
予
算
は
①
社
会
福
祉
事

業
の
推
進
②
道
路
網
の
整
備
③
環
境
の

保
全
④
行
域
行
政
の
推
進
⑤
農
林
業
の

振
興
⑥
教
育
の
振
興
！
な
ど
を
重
点

施
束
と
し
て
三
月
定
例
議
会
で
成
立
し

ま
し
た
。
年
度
途
中
で
、
公
害
対
策
事

業
（
亜
ヒ
鉱
処
理
）
、
老
人
医
療
費
の

改
定
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
、
集
落
再

一
編
…
モ
ー
ア
ル
事
砦
未
、
　
轄
火
宝
［
復
旧
開
事
業
、
　
職

員
給
与
改
定
の
実
施
な
ど
、
必
要
な
経

費
に
充
当
す
る
た
め
七
回
に
わ
た
っ
て

予
算
の
補
正
を
し
ま
し
た
の
で
、
予
算

の
総
額
は
六
億
四
千
五
十
七
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
執
行
の
実
績
は
、
収
入
済

額
六
億
四
千
四
百
六
十
三
万
二
千
円
で

予
算
現
額
に
対
し
て
○
・
六
三
％
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
町
税
を

は
じ
め
国
庫
支
出
金
、
各
種
交
付
金
な

一般会計歳入決算状況

　地方交付撹
乙1立2．δ引万．千円

、　3…．一％

6億4．463万2千円

＼

計合

　6濾糊

入歳

擁號

　財産収入
7．351万三千円

　「日．4％

　町債
1音〔δこ万円

　．E％

国庫支出金
ア．44C万1千円

　日L5％

一般会計歳出決算状況

　　　敦育費
｛且　6うこ万6干＝：

　　　．3，う％

　その他
記4万6千円
　L．5％

　民圭費
。，「66万7干円

　L9．9％

計合出歳

6億∠．467万9千円

彦ミ赫奏産言振

　i冒．＝・　じ℃ノ」ド＝

　　．．．％

　
円
讃
妊
％

冠
認

　
ア
　
ロ
　
．
M

　　土木費
泊．9引万6千円
　　19．1％

＼

昭48．12．1墨東報町5

待
望
の
福
瀬
大
橋
完
成

総
務
費

　
越
表
地
区
の
倉
谷

と
無
韻
の
両
休
廃
止

鉱
山
で
抗
排
水
に
よ
る
汚
染
と
亜
ヒ
酸

の
残
留
が
認
め
ら
れ
る
製
錬
釜
の
放
置

が
問
題
と
な
り
、
国
の
補
助
事
業
で
こ

れ
ら
両
鉱
山
の
鉱
害
と
危
害
防
止
工
事

を
行
な
い
ま
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
老
人
鎖
題
は
、
今

　
民
生
費

　
　
　
　
　
　
　
日
深
刻
な
社
会
問
題

で
あ
り
、
国
や
県
の
重
要
な
施
策
の
一

つ
と
き
れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
、
こ
れ

ら
国
県
の
施
策
に
呼
応
し
て
積
極
的
に

老
人
福
祉
対
策
を
す
す
め
ま
し
た
。
新

譜
劉
書

　
、

X－
　
　
る

　
麟

．
覗

暫
ひ
．

民

門
守
大
橋
の
完
成

、二藤

　
　
　
ゆ

，
“
．
課

に
、
四
十
穴
年
十
月
か
ら
七
十
五
歳
以

上
の
老
人
を
対
象
に
、
医
療
費
助
成
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
四
十
七
年

四
月
一
日
か
ら
本
人
の
一
部
負
担
制
が

廃
止
さ
れ
、
全
額
支
給
に
改
め
ら
れ
、

さ
ら
に
四
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
年
齢

引
下
げ
に
よ
っ
て
七
十
歳
以
上
の
老
人

は
事
実
上
医
療
費
全
額
無
料
化
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
代
を
に
な
う
す
べ
て
の
児

童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
よ
う

に
と
児
童
手
当
の
支
給
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。

……一一隔囎闇欄剛■繭闇■繍■■繭圃陰
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央
公
民
舘
の
開
舘

　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
の
重
点

　
衛
生
費

　
　
　
　
　
　
は
町
民
の
公
衆
衛
生

の
普
及
啓
も
う
と
予
防
衛
生
の
指
導
育

成
の
面
か
ら
事
業
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
東
郷
町
と
日
向
市
の
共
同

施
設
と
し
て
し
尿
処
理
場
の
建
設
に
着

工
し
、
四
十
八
年
度
完
成
を
目
ざ
し
て

敷
地
造
成
、
道
路
整
備
と
一
部
本
体
工

事
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
の
生
産

農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
整
に
加
え

て
み
か
ん
の
生
産
過
剰
に
よ
る
価
格
の

暴
落
は
農
家
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え

農
業
の
振
興
を
は
か
る
う
え
に
不
安
な

材
料
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
米
の

生
産
調
整
対
策
を
は
じ
め
、
養
蚕
、
み

簸撚・聲・藪瀦譲黛

開
パ
事
業
す
す
む

か
ん
、
和
牛
を
主
軸
と
し
て
経
営
の
改

善
と
合
理
化
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
耕
地
事
業
で
は
農
業
経
営
の
整
備
を

は
か
り
、
農
業
経
営
の
近
代
化
を
促
進

す
る
た
め
ウ
ト
ギ
橋
改
良
を
は
じ
め
、

農
道
舗
装
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
美
々
津
地
域
農
用
地
開
発
事
業
で
は

寺
迫
地
区
（
み
か
ん
）
百
五
十
・
七
八

㎞
、
小
野
田
地
区
（
桑
、
草
地
）
百
三

十
一
・
九
四
㎞
の
農
地
造
成
と
道
路
工

事
を
完
成
し
、
造
成
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ

み
か
ん
、
桑
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
条
件
が
悪
く
、
医
療
や

教
育
な
ど
の
基
礎
的
な
公
共
“
ー
ビ
ス

の
確
保
が
む
ず
か
し
い
地
区
で
あ
る
耳

川
対
岸
の
宮
ケ
原
と
横
瀬
の
十
七
戸
を

山
村
振
興
法
に
も
と
ず
く
集
落
再
編
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
国
県
の
補
助
を
受

け
て
二
年
計
画
で
福
瀬
小
学
校
下
に
ま

と
め
て
移
転
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
一
年
度
．
事
業
と
し
て
、
宅
地
と
道
路

の
造
成
と
、
移
転
世
帯
の
な
か
で
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
を
希
望
す
る
農
家
に

対
し
て
集
団
桑
園
団
地
の
造
成
と
壮
蚕

飼
育
所
、
農
業
倉
庫
、
索
道
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
林
業
の
振
興
で
は
民
有
林
の
経
営
指

導
、
枝
打
ち
間
伐
指
導
、
拡
大
造
林
、

し
い
た
け
増
産
．
の
近
代
化
に
つ
と
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
追
加
林
業
構
造
改
善
事

業
の
初
年
度
と
し
て
、
林
道
小
屋
の
谷

線
の
開
設
、
入
会
林
野
の
整
備
近
代
化

な
で
に
っ
と
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
経
済
発
展
の

　
土
木
費

　
　
　
　
　
　
　
基
盤
で
あ
る
道
路
網

の
整
備
拡
充
に
つ
と
め
、
最
近
急
増
し

か
つ
大
型
化
し
つ
つ
あ
る
交
通
量
に
対

処
す
る
た
め
、
継
続
事
業
の
羽
坂
一
深

瀬
線
の
改
良
を
は
じ
め
計
六
路
線
の
拡

幅
改
良
工
事
と
ウ
ト
ギ
ー
山
の
口
線
な

ど
の
舗
装
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま

た
継
続
事
業
で
あ
っ
た
福
瀬
大
橋
の
塗

装
と
舗
装
工
事
を
行
な
い
完
成
山
・
・
せ
ま

し
た
。

　
四
十
七
年
度
か
ら
ゴ
．
一
力
年
計
画
で
三

十
二
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
し

て
、
山
陰
地
区
に
十
戸
の
町
営
住
宅
を

建
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
坪
谷
地
区

に
学
校
職
員
住
宅
二
戸
を
建
設
し
、
住

宅
事
情
の
解
消
と
過
疎
防
止
に
つ
と
め

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
は
特
に
、

　
教
育
費

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
面
で
地
域

住
民
の
欲
求
に
こ
た
え
、
ま
た
学
習
の

場
を
提
供
し
、
豊
か
な
人
づ
く
り
、
町

づ
く
り
の
た
め
に
青
少
年
の
健
全
育
成

と
民
主
団
体
の
育
成
、
社
会
教
育
の
振

興
を
重
点
に
事
業
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
そ
．
の
中
で
、
明
治
百
年
記
念
事
業
と

し
て
計
画
し
て
い
た
中
央
公
民
舘
を
建

設
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

※
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　
歳
入
1
1
九
千
四
百
五
十
万
六
千
円

　
歳
出
一
八
千
六
百
二
十
七
万
七
千
円

※
簡
易
水
道
事
業
会
計

　
歳
入
・
二
千
四
百
五
十
五
万
五
千
円

　
歳
出
1
1
二
千
四
百
十
七
万
円

※
病
院
事
業
会
計

　
歳
入
1
1
六
千
九
百
六
十
八
万
五
千
円

　
歳
出
”
六
千
九
百
六
十
四
万
五
千
円
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十
一
月
十
五
日
に
中
央
公
民
舘
で
、

「
こ
ど
も
の
声
を
聞
く
会
」
が
開
か
れ

町
内
予
見
、
中
学
校
の
代
表
（
男
女
各

一
人
計
十
六
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
町
の
青
少
年
問
題
協
議
会

の
主
催
で
、
町
内
の
こ
ど
も
た
ち
の
え

が
く
理
想
や
生
活
体
験
、
教
育
、
社
会

環
境
な
ど
を
と
お
し
て
考
え
て
い
る
こ

み
ん
な
で
楽
し
い
新
年
を

　
師
走
と
も
な
り
ま
す
と
世
間
も
何

か
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ

れ
て
人
の
心
・
も
論
、
」
わ
し
く
な
り
、
特

に
今
年
は
中
東
戦
争
の
影
響
に
よ
る

石
油
不
足
に
便
乗
す
る
よ
う
に
、
紙

や
塩
、
砂
糖
ま
で
店
頭
か
ら
消
え
、

灯
油
の
値
上
げ
は
寒
い
年
末
と
な
り

ま
し
た
。

　
経
済
成
長
日
本
と
は
い
え
、
ま
だ

恵
ま
れ
な
い
生
活
や
ね
た
き
り
な
ど

と
、
あ
る
い
は
将
来
に
対
す
る
展
望
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、
こ
ど
も
た

ち
の
社
会
参
加
と
行
政
と
の
対
話
を
深

め
る
と
と
も
に
町
政
に
対
す
る
理
解
と

見
聞
を
広
め
る
一
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
発
表
の
テ
ー
マ
は
①
未
来
の
郷
土
づ

く
り
②
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
③
お
と

不
遇
な
入
も
た
く
き
ん
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
に
は
い
つ
も
あ
た

た
か
い
手
を
さ
し
の
べ
、
み
ん
な
で

見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
毎
年
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
少
し
で
も
楽
し

く
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
歳

末
慰
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な

き
ん
か
ら
の
例
年
以
上
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
し
ま
す
。

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

な
へ
の
願
い
の
三
つ
で
、
発
麦
は
司
会

者
に
よ
り
座
談
形
式
で
話
し
合
い
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
発
表
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
と

お
り
で
す
が
、
こ
ど
も
た
ち
は
み
ん
な

信
念
を
も
っ
て
、
堂
々
と
意
見
を
の
べ

心
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

未
来
の
郷
±
づ
く
り

・
　
町
の
美
し
い
自
然
を
ゴ
ミ
公
害
な

ど
か
ら
保
護
し
、
観
光
を
生
か
し
た

美
し
い
町
づ
く
り
。

・
　
工
場
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
郷

土
の
自
然
に
あ
っ
た
農
業
を
生
か
し

て
豊
か
も
、
5
町
づ
く
り
。

・
　
道
路
施
設
な
ど
を
整
備
し
て
、
交

通
事
故
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
。

●
　
学
校
の
施
設
を
充
実
さ
せ
、
ま
た

若
者
が
郷
土
に
残
れ
る
よ
う
な
施
設

を
つ
く
り
活
気
あ
る
町
づ
く
り
。

こ
ん
な
人
に
な
り
た
い

．
　
自
分
か
ら
す
す
ん
で
何
で
も
熱
心

に
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
。

・
　
父
が
入
院
し
た
時
に
受
け
た
看
護

婦
の
仕
事
に
感
激
し
、
自
分
も
看
護

婦
に
な
り
た
い
。

・
　
郷
土
に
残
り
、
み
ん
な
か
ら
信
頼

き
れ
る
人
、
ま
た
、
郷
土
の
建
設
に

役
立
つ
建
築
技
師
に
な
り
た
い
。

・
　
老
人
に
や
さ
し
く
、
ま
た
人
の
悩

み
を
聞
き
、
平
等
に
人
を
助
け
る
人

こ
よ
り
こ
、
。

　
　
　
」
’
し

’
1
争
〆

・
　
米
な
ど
が
高
い
の
で
農
業
を
し
て

安
い
農
産
物
を
つ
く
り
た
い
。

・
　
小
さ
い
こ
ど
も
が
い
て
仕
事
の
で

き
な
い
母
親
の
た
め
に
、
保
母
に
な

り
た
い
。

お
と
な
へ
の
願
い

・
　
お
と
な
と
こ
ど
も
が
ゆ
r
．
く
り
話

し
ム
ロ
え
る
時
間
が
ほ
し
い
、
．
例
え
ば

食
虫
の
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
。

・
　
学
校
施
設
や
通
学
路
の
安
全
施
設

を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
　
お
と
な
は
こ
ど
も
に
対
し
て
交
通

　
ル
ー
ル
を
守
れ
と
言
う
が
、
お
と
な

も
正
し
く
守
っ
て
ほ
し
い
。

・
　
お
と
な
は
も
｛
ノ
と
勉
強
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
こ
ど
も
が
勉
強
し
て
い

る
時
は
テ
レ
ビ
の
声
を
小
さ
く
し
て

12

獅
S
日
号

間
伐
講
習
会

　
優
良
材
を
生
産
す
る
に
は
間
伐
を
す

る
こ
と
が
絶
対
の
要
件
で
す
が
、
町
内

は
ほ
と
ん
ど
間
伐
を
し
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　
町
で
は
今
同
市
二
股
町
有
林
の
間
伐

を
行
な
う
に
あ
た
り
、
間
伐
の
作
業
し

く
み
を
改
善
し
、
利
用
間
伐
を
促
進
す

る
た
め
間
伐
作
業
道
を
開
設
し
、
さ
ら

に
間
伐
材
搬
出
の
た
め
の
「
主
索
循
環

式
索
道
」
を
林
構
事
業
で
設
置
し
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
設

に
よ
る
間
伐
を
行
な
う
に
あ
た
り
↓
般

林
家
の
み
な
さ
ん
に
も
そ
の
技
術
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
間
伐
講
習
会

を
管
玉
、
・
ま
す
。

ま
し
、
。

。
　
町
の
体
育
舘
を
日
曜
日
も
一
般
に

開
放
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ろ
ポ
ー

　
ツ
を
通
し
て
心
の
ふ
れ
合
う
機
会
を

　
つ
く
一
ノ
て
ほ
し
い
。

・
　
道
路
に
チ
リ
箱
を
設
け
る
こ
と
と

危
険
な
場
所
に
は
街
灯
を
設
け
．
て
ほ

し
い
。

・
　
町
民
で
牧
水
記
念
舘
に
、
　
一
度
．
も

行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
多
い
の
で

も
っ
と
郷
L
⊥
の
文
化
財
を
見
な
お
し

て
ほ
し
い
。

・
　
越
表
小
の
複
式
学
級
は
平
等
を
欠

く
の
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
、

▽
日
時
　
十
二
月
四
日
午
前
十
時
よ
り

▽
場
所
　
市
之
股
町
有
林
（
田
野
区
稲

　
　
　
葉
野
部
落
よ
り
作
業
道
二
麓
）

※
雨
天
順
延
。
筆
記
具
、
疑
食
持
参
．

身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
十
月
十
四
日
に
宮
崎
市
の
県
営
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
十
一
回
宮
崎
県
身
休

障
害
者
ス
ボ
ー
ッ
大
会
が
開
か
れ
、
本

町
か
ら
選
手
三
人
と
応
援
十
五
人
が
参

加
し
ま
し
た
　
記
録
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
〔
投
て
き
の
部
〕

▽
男
子
砲
丸
投
　
一
位
（
金
メ
ダ
ψ
）

・
凸
佐
藤
光
男
（
鶴
野
内
）
四
位
困
黒
木

健
一
郎
（
寺
迫
）

▽
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
　
↓
位
（
金

メ
ダ
ル
）
1
1
甲
斐
勝
男
（
小
野
田
）
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文化祭にぎわう

相撲やラン展示も参加

　
十
一
月
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
し
の
総

合
文
化
祭
は
例
年
に
な
い
盛
り
あ
が
り

を
み
せ
ま
し
た
。

　
ま
ず
体
育
部
門
で
は
十
一
日
に
公
民

舘
対
抗
の
バ
レ
…
ボ
ー
ル
大
会
が
町
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
男
女
二
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
十
日
に

小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
．
子
．
ポ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
球
技
大
会
、
二
十
二
日

に
中
学
生
男
女
の
庭
球
、
男
子
柔
道
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
対
校
試
合
が
あ

り
ま
し
た
。
二
十
三
日
に
公
民
舘
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
相
撲
大
会
も
初

め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
文
化
部
門
で
は
恒
例
の
学
芸
品

展
示
会
に
加
え
て
尾
鈴
寒
ラ
ン
展
示
会

と
消
費
生
活
展
示
会
も
初
め
て
参
加
し

一
段
と
有
意
義
な
文
化
祭
で
し
た
。

消
費
生
活
の
展
示
会

安
心
し
た
消
費
生
活
の
た
め
に

＼

雌輻

盗
　
　
　
，
，
愚

励智

　
こ
と
し
の
町
総
合
文
化
祭
行
事
の
一

つ
と
し
て
消
費
生
活
展
示
会
が
十
一
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
六
日

間
、
役
場
講
．
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
会
は
宮
崎
市
に
あ
る
県
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
パ
ネ
ル
や
図
表

そ
れ
に
商
品
の
現
物
を
展
示
し
て
、
町

内
の
消
費
者
の
た
め
に
少
し
’
、
・
も
役
に

た
ち
、
消
費
生
活
の
う
え
で
安
心
し
て

衣
食
住
の
生
活
を
営
む
た
め
の
知
識
を

身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
県
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門
の
職
員
三
人
も
来

寄
し
て
、
消
費
生
活
に
関
す
る
い
ろ
ん

な
相
談
に
も
応
じ
て
も
ら
い
、
簡
単
な

商
品
テ
ス
ト
な
ど
も
行
な
い
ま
し
た
。

　
身
近
か
な
問
題
だ
け
に
訪
れ
た
人
た

ち
は
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

“
浜
郷
土
の
あ
ゆ
み
（
1
2
）

　
　
　
塩
月
儀

（
＋
江
戸
時
代
日

畔
　
徳
川
家
康
が
慶
長
八
年

　
三
）

市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
〇

　
　
　
江
戸
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
慶

へ
応
四
年
（
一
八
六
八
）
江
戸
幕
府
が

璽
鷲
の
二
百
六
＋
五
年
間

　…女
ﾙ
燃
薄
恥
胤

V
か
ら
一
万
石
以
上
の
領
地
を
与
え
ら

脇
れ
た
武
将
実
名
と
呼
び
、
幕
府
の

飛
指
揮
下
に
お
き
、
そ
の
領
地
を
治
め

》
き
せ
ま
し
た
・
そ
の
領
地
を
藩
と
呼

　
歪
叢
府
は
諸
套
領
地
の

領
に
直
輩

　
　
　
　
　
　
（
天
領
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
有
し
ま
し

二
」
。Y
　
九
州
の
直
轄
地
は
豊
後
国
日
田
に

ゾ
西
国
郡
代
と
い
う
役
人
が
い
て
こ
れ

冠
を
治
め
、
日
向
の
幕
領
地
（
約
二
万

雛
麟
嘱
編
猷
編

￥
治
め
ま
し
た
。

｛　

ｱ
の
瞳
屋
に
属
す
る
幕
領
地
は
富

解
高
、
細
島
、
平
岩
、
坪
谷
、
下
三
ゲ

冨
で
、
そ
の
他
は
延
岡
藩
で
し
た
。

母
　
延
岡
藩
主
は
高
橋
氏
旨
　
．
有
馬
民

冨
．
一
三
浦
氏
一
－
牧
野
氏
：
一
内
藤

昆
で
す
・

熊
騨
無
蕪
羅

（
し
た
際
朝
鮮
の
産
業
方
面
の
技
術

／
者
を
同
伴
し
て
領
内
の
産
業
の
振
興

（
に
意
を
用
い
た
の
で
、
そ
の
領
内
で

r

議
難
雛
賜
　

植
林
・
木
炭
製
造
な
・
霧
ま
・
》

た
。
本
町
の
製
炭
は
延
宝
六
任
，
（
二

六
七
八
）
頃
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
》

　
有
馬
氏
第
三
代
藩
、
主
永
純
の
時
チ

山
陰
百
竺
揆
が
起
り
そ
の
責
任
を
母

嶺
終
磯
の
糸
魚
川
へ
移
封
に
～

延
陵
世
鑑
に
は
次
の
よ
，
つ
に
記
態

r
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
タ

郡
爆
だ
麟
鴛
鷲
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純
郷
ヲ
背
キ
秋
月
藩
内
二
出
奔
ス
。
恭

咄
羅
鐸
雛
蝿

レ
ニ
依

　
　
　
、
、
テ
秋
月
家
隷
リ
カ
ケ
留
置

テ
延
岡
二
知
セ
玉
フ
。
有
馬
ヨ
リ
歴
”

々
ノ
侍
ヲ
遣
サ
レ
度
々
招
キ
玉
へ
共
》

色
々
ノ
望
ノ
事
有
テ
帰
ラ
ズ
、
コ
レ
チ

ニ
依
リ
野
中
二
小
屋
ヲ
営
ミ
秋
月
ヨ
ギ

リ
扶
持
ヲ
賜
ハ
ル
。
遂
二
年
ヲ
経
テ
夢

明
春
亡
命
ノ
頭
百
姓
二
十
人
＃
郡
代
蒔

冨
＋
郎
奮
門
代
臭
三
九
左
　

驕
重
日
雪
下
瀬

団
団
連
江
戸
評
定
所
二
於
テ
対
決
ア
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

リ
然
ル
ニ
百
姓
共
越
度
ト
成
り
延
岡
州

二
於
テ
頭
取
善
助
市
兵
衛
礫
罪
其
ノ
4

男
了
・
死
罪
葬
女
子
・
引
上
者
二

の、

v
ル
、
半
蔵
佐
次
兵
衛
三
助
重
右
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碍

衛
門
ハ
死
罪
半
蔵
・
男
子
ハ
死
罪
是
4

ハ
百
姓
二
頼
マ
レ
願
書
ヲ
認
メ
々
ル
　
如

者
ナ
リ
」
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
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お知’らせ

ぞ
こ曝

安
心
し
て
出
か
せ

ぎ
が
で
き
る
た
め

出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
の
設
立

　
こ
の
た
び
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な

っ
て
、
出
か
せ
ぎ
者
の
み
な
さ
ん
が
安

定
し
た
就
労
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

留
守
家
族
の
か
た
も
安
心
し
て
出
か
せ

ぎ
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

「
宮
崎
県
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

ドを痛める季節です

ウガイの習慣を

つけましょう

　
こ
の
会
で
は
①
賃
金
不
払
い
な
ど
の

一
時
立
替
え
②
弔
慰
金
、
見
舞
金
の
給

付
③
出
か
せ
ぎ
相
談
、
技
能
講
習
会
、

就
労
先
に
お
け
る
打
合
わ
せ
会
な
ど
の

開
催
1
な
ど
の
事
業
を
行
な
い
、
出

か
せ
ぎ
の
み
な
さ
ん
が
「
笑
っ
て
出
か

け
て
笑
っ
て
帰
る
」
こ
と
の
で
き
る
出

か
せ
ぎ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
員
と
な
れ
る
人
は
一
ヵ
月
以
上
、

一
年
未
満
の
期
間
、
居
住
地
を
は
な
れ

て
就
労
す
る
人
で
、
会
費
は
年
額
二
百

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
を
希
望
す

る
人
は
町
役
場
福
祉
係
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
相
談

ノ

　
交
通
事
故
を
お
こ
し
た
人
や
交
通
事

故
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
死
亡
な
ど
の

被
害
を
受
け
て
お
困
り
の
方
の
た
め
に

　
〃
、0

物
。
、

だいま一：ヨ
ム舌）芦己う
ぐ〉か・い

　　ろ”　Q

さζ誉

肇
と
す

つ

フ

1

ooo

次
の
と
お
り
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
県
か
ら
専
門
の
相
談
員
が
来

町
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
関
係

者
は
も
れ
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
十
二
月
二
十
日
号
午
前
十
時

　
　
　
　
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▽
場
所
　
老
人
福
祉
舘

年
賀
郵
便
や

小
包
は
早
目
に

　
郵
政
省
で
は
、
本
年
の
年
末
年
始
の

郵
便
物
数
を
、
年
賀
二
十
三
億
通
、
小

包
三
千
四
百
万
個
と
見
込
ん
で
い
ま
す

こ
の
膨
大
な
郵
便
物
を
ス
ム
ー
ズ
に
処

理
し
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
郵
便
局
で
は
最
善
の
準
備
を

す
す
め
て
お
り
ま
す
が
、
年
末
は
平
常

の
数
倍
に
お
よ
ぶ
郵
便
物
が
出
回
り
．
ま

す
の
で
、
小
包
や
年
賀
状
は
早
め
に
お

出
し
い
た
だ
き
、
次
の
点
に
ご
協
力
を

お
ね
が
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
末
の
小
包
は
1
2
月
1
5
日
半
で
に

　
贈
答
用
の
小
包
な
ど
年
内
に
届
け
た

い
品
物
は
、
一
日
も
早
く
お
出
し
く
だ

さ
い
。
小
包
の
包
装
は
完
全
に
丈
夫
な

ひ
も
で
ゆ
わ
え
て
く
だ
き
い
。

あ
て
名
は
は
っ
き
り
と

　
あ
て
名
は
大
き
く
番
地
、
棟
、
室
、

番
号
、
肩
書
ま
で
は
っ
き
り
お
書
㌧
、
－
く

だ
さ
い
。

郵
陣
番
号
は
正
し
く
ハ
ッ
キ
リ
と

　
郵
便
局
で
は
、
区
分
け
作
業
は
郵
便

番
号
に
よ
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
く
正
確
に
届
く
た
め
に
も
、
郵

便
番
号
を
お
忘
れ
な
く
、
あ
て
名
に
も

あ
な
た
の
住
所
に
も
正
確
に
記
入
し
て

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
五
期

固
定
資
産
税
三
期

納
期
　
十
二
月
二
十
五
日

差
だ
き
い
。

年
賀
状
は
早
め
に
お
出
し
く
だ
さ
い

　
年
賀
状
の
受
付
は
、
十
二
月
十
五
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
排
、
う
か
く
の
年
賀

状
が
元
旦
に
間
に
あ
う
よ
う
早
め
に
お

出
し
下
き
い
。

　
　
　
　
　
　
山
陰
郵
便
局

　
　
　
　
　
　
坪
谷
郵
，
便
局

電
話
番
号
の
変
更

　
農
林
課
の
酒
井
獣
医
宅
の
電
話
番
号

が
次
の
と
お
り
変
更
き
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
へ
山
陰
局
）
五
二
九
五
番

疑
香
典
返
し
u

　
◆
寺
迫
区
の
植
野
手
き
ん
か
ら
故
栄

助
き
ん
の
忌
明
け
に
香
典
返
し
と
し
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

懸
隔
門
歯
　

十
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ぢ
庖
．
ん
の
名

長小阿川海

池林万越野

真秋文洋章

二子裕二吾
交
の
名

光
威
．

　
洋
貢
　
男
…
猛

国

結
婚
お
め
で
と
う

黒黒

　　氏
木：木

部
落

福羽坪仲寺

瀬坊谷深迫

梅幸

　　名
子男

都寺部
農
　　落町迫

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

植寺氏

野田

助ノ名

～：些隼

　　ノ　　ム

．一一．

O

寺羽部
迫坂落

．＿。1＿人　口＿…＿宅

≡　　　48年11月1日現在　　曇

≡　　　　　　　（　　）は対前月比　　　　≡

1　　男　　3，365人　≡

≡　　　　　　　　（一6）　≡

1　女3，649人…
≡　　　　　　　　（一5）　≡

1総　数　　7．014人　…

≡　　　　　　　　（一11）　塁
1世帯数　　1，768世帯1

≡　　　　　　　　　（一5）　≡
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